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【研究課題】
　子どもや同僚と共に育つ保育者

【研究・研修の視点】
　近年の保育現場における課題として，保育者の価値観の多様化や子ども主体の保育への転換，社
会の変化などにより，保育者同士が子どもと関わり合いながら，同じ方向を向いて仕事をすること
の難しさがあるのではないかと考える。また，日常的な仕事の多忙感から，日々の保育の振り返り
や子どもたちの様子を語り合う時間の確保が難しいのも現状である。そのため，保育者同士が互い
の良さを見つけ，認め合える機会や保育者同士が保育について語り合える機会をつくることが大切
であると言える。特に，園全体がチームとして機能するためには，保育現場のクラス担任だけでな
く，園が意図的に設定したコミュニケーションの場を通して，職員全体が互いをリスペクトし合う
関係性を構築するという土台作りが必要なのではないかと考える。

【研究・研修の手がかり】
○　園内だけでなくあらゆる場面でそれぞれが持つ力を認め合うことで，特に若手の自己肯定感や
自己有用感が高められ，仕事にも生かされていく。
○　一人一人の保育者が保育計画の内容等について主体的に捉え，職員会議や終礼等において，積
極的に意見が交換できる場の提供が必要である。
○　全職員が，園の目指すべき姿（保育活動の４本柱）を自覚し，保育現場における同僚性が確保
されると，職員の向上心が引き出され，研修に向かう姿勢や研修後の変容にも期待できる。また,
個々の持つ質の向上が，チームとしての質の向上につながると考える。

【研究計画】
◎　令和６年度
○　同僚性を高めるべく，職員間で“語り合い”の場を多く設け，各々の得意や苦手に目を向けた
り，それぞれの人柄を相互理解したりして，風通しの良い職場作りを考える。
○　研究保育や園内研修を通して，互いの保育から様々なことを吸収し合ったり，全体計画の作
成に保育者が主体的に関われるような話し合いの場を設定したりして，“学び合える”環境を増
やす。

◎　令和７年度
○　自己分析・他己分析をすることで，自己肯定感や自己有用感を高める。
○　保育者同士が日常的に互いの保育を肯定的に捉えながら，子どもの姿を語り合う場を設け，
様々な視点から子どもの育ちを認め合うとともに，保育者一人一人の「良さ」を生かして学び
合っていく研修を実施する。
○　保育現場における同僚性を育むために，その土台となる社会人としてのコミュニケーション
力や互いにリスペクトし合える関係性を構築するための取り組みを行う。
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○　アンケートを計画的に実施することで，職員の現状を把握するとともに，より良い園の運営
について各自の考えを引き出し，改善案等について検討する。

【発表の概要】
⑴　研究・研修テーマの捉え方
　本園では，若手の多い職場環境の中で，業務に追われる日々を過ごしていた。近年の社会の変化
に伴い，保育内容が子ども主体の保育に変化していく中で，今までのこうあるべきという考えでは
なく，保育者一人一人の思いや考えを互いに擦り合わせながら保育をすることが必要となってくる。
　そこで，自分の保育観を他の職員に伝え合うことができるような関係性を構築するため，園内
だけでなく様々な関わりをもてるような場所や時間を設定し，職員同士が認め合い，互いを尊敬
し合えるような関係を育てていきたいと考える。
⑵　研究の内容
ア．定期的な職員会議や職員研修，終礼の実施。
イ．行事や園外保育，保育計画や保育内容の決定方法を改善する。
ウ．休憩時間や場所の確保。
エ．互いをリスペクトし合う関係を築く（親睦レクリエーション，HAPPYスマイル週間等の実施）。
オ．自己分析・他己分析により，自己肯定感・自己有用感を高める。
カ．アンケートによる現状の把握と分析。
⑶　研究の方法
ア．クラス担任や正規職員だけでなく，園全体として互いに個々の理解に努めることで，園の目
指すべき姿を正しく共有しチームによる保育の質向上に繋げていく。

イ．自己肯定感・自己有用感を高め，互いにリスペクトし合う関係を作る研修を実施し，より多
くの職員が自己研鑽に努めるようにする。

⑷　実践例
ア．クラス担任２名制の導入と職員会議の在り方や内容の見直し
イ．保育者の意見を取り入れた行事や園外保育などの実施
ウ．休憩時間の確保（休憩室の設置）
エ．自己分析・他己分析研修会
オ． HAPPYスマイル週間の実施，職員親睦レクリエーションの実施
⑸　まとめ
　同僚性を育む関係性作りの構築の実践を通して，同僚性を育むにはまず，保育の場面以外での
関係性や互いの良さを素直に認め合えるような土台作りの構築が必要であると感じた。『先生』と
して一人一人の良さを認め合うためには，一人一人がもっている個性を認め合い，コミュニケー
ションを図る中で，それぞれの自己有用感を高めることが大切である。本研究の中で，全職員で
の関わり合いや親睦の場を多くもち，互いに認め合えるような実践を行ってきたことで少しずつ
同僚性も高まってきていると感じる。
　今後は，一人ひとりがチームの一員であることを自覚し，主体的に保育に取り組む中で個々の
向上心を育み，さらにチームとしての保育の質の向上にも繋げていきたい。
⑹　今後の課題
○　確実な休憩時間の確保と子どもの姿についての語り合いの充実。
○　個々の職員の強みの『見える化』するための取り組み。
○　職員に実施した幼稚園アンケートをもとに目指すべき幼稚園の姿をさらに共有し，チームと
しての保育の質の向上に向けて具体的な取り組みを行う。

【研究討議の柱】
〇　同僚性を育むための各園の取り組みの工夫や成果について。
〇　同僚性を育むためのアイディアについて。
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【討議内容】
１．問題提起に関する質疑応答

～感想～

・�　自園でも職員同士どのようなコミュニケーションをとっていくべきか考えていきたい。実践例
のように職員間でのレクリエーションや子どもがやってみたいことを発展させて保護者に見て
もらう活動も実際にできるのだと感じた。
・　自園でも同僚性を育む取組のきっかけを見つけていきたい。

～事前アンケートから質問・回答～

（質問）休憩時間を確保することにより業務や退勤時間の遅れ，持ち帰りの仕事が増えていないか。
（回答）�持ち帰りの業務や退勤時間の遅れは今回の取組の実践から見えてきた課題でもある。その

ため，現在は１週間に１回は定時退社をする意識作りとして，職員同士が見て分かるように，
誰が定時で帰るのかをボードに示す工夫をしている。

（質問）様々な実践を通して感じている難しさはあるか。
（回答）�それぞれの立場やキャリアがあるため，伝え合うことの難しさを感じた。社会人としての

コミュニケーション力として，互いに感謝し合える関係性作りを大切にしている。先輩か
らも後輩へ積極的に感謝を伝えるよう意識している。

２．グループ討議
　①　同僚性を育むための各園の取組の工夫や成果について
　　・�　職員研修を行う。どのような研修をしたいかアンケー

トをとり，職員の意見を聞いている。課題として経験・
年齢に差がある場合や職員の人数が少ない場合，研修
内容の検討や時間の確保が難しい。

　　・�　会議などは全職員に共有することができるよう，ノー
トに記録をして回覧したりメールで共有したりしてい
る。

　　・�　親睦を深めるため，職員でのレクリエーションをしたり，誕生会や食事会をしたりしている。
　　・�　園内研修の時間をなるべく職員全員が参加できる18時～20時に設けている。
　　・�　学期最後の日は子どもの預かりをせず，職員会議を行っている。
　　・�　学期末に全職員で集まり，職員会議をすることで共通の目的をもって子どもと関われるよ

うにしている。
　　・�　年に１回主幹と個人面談をする。
　②　同僚性を育むためのアイデアについて
　　・�　部署ごとに集まり，ミーティングをする時間を作る。
　　・�　園の気になる所の環境整備をする中で職員と話をしながらコミュニケーションを図っている。
　　・�　保育の振り返りをして若手の職員とのコミュニケーションを図る。
　　・�　雑談の中で好きなことや興味があることの共有，お土産コーナーの設置をし，同僚と話を

する。
　　・�　職員の動きや業務をボードで掲示し，業務を「見える化」する。
　　・�　職員同士，意見を出し合いながら年間行事の見直しや業務改善をする。
　　・�　「反省会」という名前を変更し，話し合いがしやすい場や雰囲気をつくる。
　　・�　プライベートなことも共有し，仲を深め，信頼関係を築く。
　　・�　互いを認め合うような声掛けや相手への伝え方を考えながら話をする。

【助言者のまとめ】
◯助言者：松﨑 康弘先生（鹿児島女子短期大学 児童教育学科 教授 学長補佐（学生担当））

　昨年度に引き続き，次の助言をさせていただいた。「教師と子どもの学びは相似形」と言われるこ
とから，『幼児期の終わりまでに育ってほしい姿』の「友達」や「人」という言葉を「同僚」と置き換
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えて考えてみる。すると，「教職員同士の協働によって共通の目的を持てているか。」「互いの思いや
考えを共有できているか。充実感があるか。」「様々な関わり方があることに気付いているか。」「教
職員各自が「自分が役に立つ喜び」を感じられているか。」「自分と異なる考えがあることに気付い
ているか。」「新しい考えを生み出す喜びを味わえているか。」という部分が重要になってくる。石井
順治氏が『初等教育資料』1047号で，協働にあたって重要なのは「コミュニケーションと異なりに
対する尊重」であり，子どもの成長を中心として「聴き合い，考え合って互いに接点を見つけること」
だと指摘し，若い人が何も言えずに黙っているような研修は力を持たないと述べている。若い保育
者が意見を言える環境作りが必要であり，若手の見方をベテランが自分の糧にすることが大事であ
る。さらに，幼稚園教育要領「保育内容（人間関係）」の目標（２）にならい，「同僚と親しみ，関わ
りを深め，工夫したり協力したりして，一緒に活動する楽しさを味わい，愛情や信頼感をもつ」こ
とも重要である。職員が職場に愛情を持てる園作り，環境作りを目指していくことが大切である。
　おおとり幼稚園との最初の打ち合わせで，上記の助言内容も踏まえ，「年間計画策定における若手・
全職員のかかわりの見直し」「教職員のネットワークづくり」そして「楽しく自己開示し関係づくり
をする研修」を提案し，自己開示を通して同僚性を育む研修を実施した。『地球市民を育む学習』等
から以下の５つの活動を行った。
１　「いいところさがし」　　２　「エンジェルみたいなエンジェラ」
３　「４つのコーナー」　　　４　「ブレーンストーミング」　　　５　「ダイヤモンドランキング」
　「〇〇先生のいいところ」をお互いに書き合い共有する「いいところさがし」では，例えばＡ先生
からＢ先生に対して「人見知りなくみんなと話せる」と書かれている際，それはＢ先生の強みであ
ると共にＡ先生が自分の弱点だと無意識に思っている部分でもあると分析できる。それぞれのいい
ところを「見える化」することで「あなたは頑張っていますよ，努力していますよ」「あなたはこん
な長所を持っていますよ」という視点でコミュニケーションを取ることにつながりお互いの自己肯
定感を高めるとともに，組織としてどのように補い合っていくかを考える材料にもなる。また，「４
つのコーナー」や「ダイヤモンドランキング」を行うことで，一緒にいる同僚であっても全く同じ
答えを答える人はいないこと，世の中には様々な考え方があることに気付く。同調圧力が組織の人
間関係にヒビを入れてしまうと指摘される現代において，「みんな違ってみんないい」ということを
本気で理解し合うことが大事である。その上で，出された意見を否定しないブレーンストーミング
の手法などを活用することが大切である。
　このような研修や職員会議等の工夫，全職員による保育計画策定やレクリエーション等を通し同
僚性が育まれることによって，職員からのアンケート回答にあったように，じっくりと子ども一人
ひとりと関わったり，子どもの姿を保育者同士が共有したりすることで様々な視点から子どもの姿
を捉えることができる。
　富山県のウェルビーイング特設サイト「しあわせのカギ」では以下の指標を挙げている。
①学びや挑戦を通して自信と成長を実感する。　
②夢や目標を口に出し，共有する。
③健康的なライフスタイルを心がける。
④感謝や応援の気持ちを伝える。

⑤今，この瞬間にある「幸せ」を大切にする。　
⑥周りの人に笑顔で接し，自分からあいさつや声かけをする。
⑦他者との違いを「自分らしさ」として受け入れる。
⑧自分の「好き」を追求する。

　保育者の意見を取り入れた計画の立案や自己有用感を高める研修は「自己成長」や「他者貢献」な
どを実感できる機会となり，「しあわせのカギ」①④⑦に通じる。２人担任制や全体計画立案はカギ

の②④に，ノンコンタクトタイムは③につながる。鹿児
島おおとり幼稚園が行ったような同僚性を育むための継
続的な研究は，保育者自身の職業的ウェルビーイングを
高め，保育の仕事を目指す学生たちへの魅力発信にもつ
ながっていくと考えられる。今回の分科会では，グルー
プ討議の中で発表者の畠中先生と各グループに入ってい
たおおとり幼稚園の先生たちが笑顔（ハッピースマイル）
で語り合っていた。まさに同僚性に基づくハッピーな，
ウェルビーイングにつながる学びの姿をそこに見ること
ができた。
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